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生物多様性の消失

⽌まらない劣化
⬇

主流化に向けた動き

• 生態系サービス
• 生物多様性の経済学
• TNFD
（⾃然関連財務情報開⽰タスクフォース）

…etc.

⽣物多様性保全に向けた⾏動変容（NIES 久保雄広） 2

Mace et al. 2018. Nat. Sust.
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行動変容@ 生物多様性保全：
より直接的な働きかけに期待

• 既存の仕組みでは
「変えづらい」部分を
行動変容アプローチで

ナッジ
Nudge

メッセージ
Message

保全マーケティング
Conservation 

marketing
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行動変容
アプローチ

規制
市場メカ
ニズム



行動変容の対象
“Behavioural change” & 
“Biodiversity conservation”

• 食品選択：Food choice
• 交通選択：Transportation
• 募金行動：Donation
• レクリエーション：Recreation
• 野生動物取引：Wildlife trade
• 外来種/ペットの野外飼育：

Invasive species, Outdoor pet
• 教育：Education
• 土地利用：Land use change
… etc. 

(e.g., Byerly et al.2018; Walsh et al. 2021)
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評価までの時間



行動変容に向けた
実務/検討プロセス

1. 保全ターゲット（ゴール）の決定
2. 潜在的要因の洗い出し
3. 介⼊策の検討
4. 介⼊策の優先付
5. 介⼊と評価
6. エビデンスの蓄積
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(Balmford et al. 2021. Biol. Cons.)

？

EBPM



行動変容に向けた
実務/検討プロセス

• ⽬標設定
• 対象者に具体的な⽬標を設定してもらう

• フィードバック/ ⽐較
• 個⼈の⾏動や⽬標、他⼈との⽐較などのデータを提供する

• 教育
• ある⾏動や問題についての知識や理解を深めるための情報を
提供する

• デモンストレーション
• 望ましい⾏動を提⽰し、対象者が観察を通して学ぶ

• 機械の導⼊
• 新しい技術や改善されたサービスによって望ましい⾏動の実
施を容易にする

• 気づき
• 関連動画等の⼿がかりを提供し、対象者に⾃覚を促す

1. 保全ターゲット（ゴール）の決定
2. 潜在的要因の洗い出し
3. 介⼊策の検討
4. 介⼊策の優先付
5. 介⼊と評価
6. エビデンスの蓄積
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EBPM



例: 食品選択
保全ターゲット & ゴール
• 牛肉消費/生産➡生物多様性の消失
• 牛肉消費を野菜消費に代替

介入策の検討➡介⼊/評価
• 野菜の選択肢を増やせば、
野菜消費が増加
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(Selinske et al. 2020. Cons. Lett.)

(Garnett et al. 2019. PNAS)[ 著作権上、省略 ]



例: 募金行動
保全ターゲット & ゴール
• 保全資金の不足➡⽣物多様性の消失
• 保全資金の調達

介入策の検討➡介⼊/評価
• メッセージの種類を検討
• ⽬標⾦額とシード・マネーの
情報共有（ナッジ）が募⾦を促進

どのような情報提供を⾏えば、
登⼭道補修に協⼒（募⾦）してもらえるのか？
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行動変容で大切なこと:
最終的に重要なアウトカムを
測れているか

➡意識や意図、知識からの脱却

募金行動 at 国⽴公園
• 募金意欲 ≠実際の募⾦

(Kubo et al. 2018. Ecol. Econ.)

外来植物 at 国⽴公園
• 知識 ≠実際の防除（靴の清掃）

(Nishizawa et al. 2021. J Env. Manag.)

参加率
76% vs 98%

⾦額
平均 358円 vs 554円
（中央値 200円 vs 500円）

vs 

※アンケート上での
情報提供による影響は確認されず
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最新技術 ×連携で
新たにアウトカムが
測定可能に

募金行動

• NPO/NGO, テック企業との連携

購買行動

• Eコマース企業データとの連携

移動 / ⽣態系サービス
• 携帯電話データ等の活⽤
…etc.
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(Kubo et al. 2021. SocArXiv.) 
https://osf.io/preprints/socarxiv/fxsuw/



まとめ &
今後に向けて
• 行動変容アプローチは既存の手法と
相補的に実行される

• 保全のゴールを先に決めた上でそこに
至るまでの介入を考えることが重要

• 最終的なアウトカムの評価が重要
• すぐ評価できるものもあれば、
評価に時間がかかるものもある

• 連携や技術革新で測れるアウトカム
が増える可能性がある

みんなで連携/協力することで、
生物多様性保全に向けた行動の実現を！

行動変容
アプローチ

規制
市場メカ
ニズム
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NIES  PJ5：⽣物多様性の保全と利⽤の両⽴および⾏動変容に向けた統合的研究
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